









































































































































































































図 2	 「下田歌子肖像写真」 明治 24年
 	 （実践女子大学図書館下田歌子関係資料 4935）





















































神戸、京都を回り、十一日に大津入りした。滋賀県庁を訪れ、午後一時半頃県庁 出て 京都へ帰るため人力車を連ねて沿道を行進中、事件は起きた。ニコライ 右頭部二箇所に傷 負ったが幸い命に別状はなく、応急処置をしてひとまず県庁へ戻 た。事件は滋賀県知事から内大臣、宮内大臣へ直ちに報告された。ま威仁親王は天皇に宛てた電報で、まず天皇からニコライに見舞いの電報を出し、すぐ 京都へ見舞いのために行幸してほしいと伝えた。
急報は北白川宮邸にも届き、天皇の下命により、北白川宮能






































































































日記では二月十九日が虫損のため休校の記載は不明だが、同二十五日に 「故三条公御国葬に付休校」とある。 『華族女学校第六年報』 同（ ）月十 日内大臣三条公爵薨去ニ付三日間授業ヲ休ム」とある。
5 
園子爵は
生母園祥子の父基
もと
祥さち
のことであろうか（ただし基祥
は伯爵） 。
6 
同注２
 
五九～六〇頁
7 『女性と文化』下
田歌子研究所年報
 
第三号
 
二〇一七年
 
拙
稿注１
8 『下田歌子先生伝』故下田校長先生伝記編纂所編
 
一九四三
年
 
一八五～一八六頁
 
本野久子に関しては、 本学文学部美学美術史学科教授児島薫氏の 「桃夭塾卒業生
、
本野久子について」実践女子大学文学部紀要
第四十八集
  二〇〇六年によって、すでに詳細な調査研究がな
されている。
9 
同注７
 
一二三頁
10 
同注８
 
二七四～二七六頁
11 『女性と文化』下田歌子研究所年報
 
第二号
 
二〇一六年
 
拙
稿
 
一〇四頁
12 『歌舞伎座百年史』本文篇上巻
 
松竹株式会社
 
一九九三年
13 『大津事件
 
ロシア皇太子大津遭難』 （大津事件参考文献）
 
参照
14 「幸啓録
 
五
 
明治二十四年」露國皇太子殿下御訪問ノ爲京都
ヘ行幸ノ件
 
宮内庁宮内公文書館所蔵
■大津事件参考文献保田孝一
  『最後のロシア皇帝ニコライ二世の日記
 
増補』朝日新
聞社
 
一九九〇年
尾佐竹猛
 
三谷太一郎校注『大津事件
 
ロシア皇太子大津遭難』
岩波書店
 
一九九一年
48女性と文化 第4号
児島惟謙
 
家長三郎編注
  『大津事件日誌』平凡社
 
一九七一年
林董
 
由井正臣校注『後は昔の記他
 
林董回顧録』平凡社
 
一九
七〇年
（あいこう・はるみ／実践女子大学下田歌子研究所研究員）
